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The infection of humans caused by M.marinum(M.balnei)was first reported by 

Norden and Linell in 1951-1954 as swimming pool—granuloma.Thereafter,the infection of 

men who worked with washing of fish tanks was also reported(fish tank granuloma).The 

causative organism probably lives in sea water and the infection to humans seems to occur 

through sea water or fishes.The principal lesion is granuloma in the skin of the hand,
finger,elbow and/or knee.There is no report of infection of internal organs.Chemothera

peutic agents reported as useful are minocycline,rifampicin,ethambutol,amikacin,etc.In 
this country,there are about 100 cases reported since 1970.
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Ｍycobacterium marinamは,元 来,海 水 魚 の 結

核症 の原 因菌 と して報 告 さ れ た菌 で あ る が,本 稿 で は,

魚 そ の他 の冷 血 動 物 の感 染 症 は取 り扱 わ な い。 感 染 症 の

対 象 は ヒ トに 限定 して総 説 す る。

Ｍycobacterium marinmに よ る 感 染 症

Ｍ4.marinum(M.balneの が,ヒ トに 感 染 した と

い う報 告 は,Nord6n&Linell1)2)に よ って 行 わ れ た。

彼 ら は,プ ー ル で 水 泳 を行 った80人 が,肘,手 ま た は

指 に肉 芽 腫 を 生 じ,そ の原 因 が抗 酸 菌 で あ る こ とをつ き

と め,こ の 菌 をM.balｎei(後 にM.marinumと 同一

種 と判 明)と 名 づ け た。 ま た,こ の報 告 か らswimming

po01-granuIomaの 呼称 が 生 じた。 ち ょう ど,こ の 頃,

1950年 代 前 半 に,Tomachetal.3)も,プー ル で 生 じ

た傷 跡 に肉 芽 腫 が 生 じた こ と を報 告 して い るが,菌 の 同

定 は 行 わ れ な か っ た。 ま た,Switt&Cohen4)は,魚

水 槽 で 生 じた 剥 ぎ傷 の 部 にM.baleｉ に よ る肉 芽 腫 が

生 じ た こ と を報 告 して い る。 以 後,Mmarinum感 染

症 の 報 告 は数 多 く あ り5)~33),今 日で は さ ほ ど珍 しい も

ので は な くな って い る。 従 って,未 報 告 に終 わ っ た例 も

数 多 い と思 わ れ る。
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感 染 部 位

感 染 部 位 は,手 及 び指 が 多 いが34),swimmingpool

-granulomaで は,肘 及 び 膝 部 が 多 い と い われ る。 通

常 は,皮 膚 の肉 芽 腫 の形 を と る。 稀 に,粘 液 嚢 炎(bur-

sitis)6)ま た はsynovitis(滑 液 膜 炎)32)の 形 を と る こ

と もあ る。

感 染 経 路

水 泳用 プールで の 感 染 報 告 が 多 い1)～3)5)7)30)31)。 ま た,

魚 水 槽,水 族 館 従 業 員 の 感 染 も多 い4)12)17)19)23)24)。 し

か し,漁 師 の 感 染18),海 水 浴 を し た だ け で感 染 した例

もあ る27)。 稀 な 例 で は,イ ル カ に 噛 ま れ て感 染 した と

い う報 告 もあ る11)。 以 上 の 報 告 を み る と,こ の菌 は,

多 分,海 水 中 に生 棲 して お り,魚 に感 染 し,同 時 に,海

水 か ら ヒ トへ,ま た は魚 か ら ヒ トへ と感 染 す る もの と思

わ れ る。 しか し,炭 坑 の溜 水 か らM.marinumを 分 離

した報 告 もあ る35)。

病 理

皮 膚 に単発 また は多 発 の肉芽 腫 を作 る。 結 節 の 中心 部 は

しば しば潰 瘍状 とな る。 組 織学 的 に は上皮 細 胞性 肉芽 腫 で,

中心 部 に は壊 死 が認 め られ る こ とが多 い2)21)25)31)～33)。

Gombert et al.29)は,腎 移 植 後,prednisoloneと

azathioprine投 与 中 の30歳 の 男 に,多 発 性 の 皮 下 結

節 を生 じ,そ の1つ の右 足 の結 節 か らM.marinamを

培 養 しえ た と い う。Kingetal.33)は,16ヵ 月 の 女 児

(父 親 が 魚 飼 育)の 下 肢 に 多発 性 の結 節 な い し皮 下 膿 瘍

を 生 じ た と い う。 多 発 す る こ と は,比 較 的稀 で,報 告

され る よ うで あ る。 しか し,こ れ らの 報 告 は,表 題 に

"disseminated M
.marinum infection"と か か れ て

お り,我 々 に は,全 身播 種 か と思 わ れ,ま ぎ らわ しい。

外 国 の 文献 を み る限 り,内 臓 感 染 の例 は存 在 しな い よ う

で あ る。

M.marinumの 肺感染 はあ るのか?

ところで,杉 本 な ど36)は,間 質性肺炎 と多発性 筋炎

を もっ64歳 の女 にM.marinum感 染症 が起 こった と

してい る。 この菌は,右 膝部膿 瘍の膿 か ら2回,喀痰 か

ら2回 分離で きたとされてい る。 しか し,M.marinam

と同 定 した根拠 は,全 く記 されていない。 今 まで,M.

marinumに よ る肺感 染症 は報 告 されていない し,喀痰

か ら分離 された こ ともない。 もっとも,M.mariｎum

の肺感染症が,日 本の地方学会で報告 されたことはあ るが,

いず れ も誤 りであ った。従 って,痰 か らM .mａrinum

が分離 され るとい うことは,重 大な意義があ る(肺 感染

を意味す る)の で,同 定の根拠を十分に示すべ きであ ろ

う。 この報告 に,そ の ような記 載がない以上,報 告をそ

のまま信 じるわ けにはゆかない。

日本 にお けるM.marinm感 染症

日本 で は,M.mａriｎam感 染症 は,外 国よ りも大分

遅れて報告 されて いる。原著 として現われた第1例 は,

山本 ほか37)に よる78歳 の男(農 業)の 例で,魚 との接

触 の既往 は明 らかで はな か った。その後,斎 藤 ほか38)

は,71歳 の女 の例 を報 告 して い るが,こ の患者 は,魚

屋 のセメ ン ト床上 に転倒 した既往があ り,感 染部位 は通

常 の部位 と異 なり,頬 部及 び下顎 リンパ節であ った。中

嶋 ほか39)は,.M.marinum感 染 症5例 の報告 を して

い るが,5例 と も既往 に魚 との関係が ある。3例 は水族

館 勤務者 で あ り,1例 は熱帯魚を飼育 し,1例 は寿司屋

で あった。

我が国における抗酸菌皮膚感染症 ない しM.marinim

感 染症 につ い て は,数 編 の総 説 が ある40M4)。 新 井42)

によれば,自 験例14例 中13例 まで に魚 との関連がみ ら

れた。14例 の起 炎菌M.marinm祝14株 につ いての検

査 成 績 が示 されて い るが,14株 と もにAllantoinase

陽 性 で,Tween80水 解 も陽性で あるのが注 目され る。

M.marinumの 特徴 の1つ がallantoinase陽 性で あ

る こ とは,Tsukamura45)に よ って報告 されて いる。

また,外 国分 離 のM.marinamは,一 般的 にTween

80水 解 陰性 の ものが多 い が46),日 本分離株 は,し ば し

ば これが陽性 である ことは,こ の総説 の細菌学的特徴 の

部 で述 べ た とお りであ る。新井 ほか40)に よれ ば,日 本

で み っ か ったM.marinａ 皮膚 感染 症75例 中67例

(89%)ま でが,熱 帯魚飼育,水 族館勤務,寿 司屋,漁

師な ど,魚 に関係 が深 か った。感染部位 は手及 び前脾 が

大部分 で,肘 も4例 ある。

治 療

化 学 療 法,温 熱 療 法(M.marinumの 発 育 温 度 域 が

比 較 的 低 い こ と を利 用 して,局 所 の温罨 法 な ど),外 科

的 療 法(切 開,排 膿)が 行 わ れ る。 化 学 療 法 と して は

tetracycline47)が まず 注 目さ れ た が,そ の後,minocyV

clineが 有 用 で あ る と さ れ て い る48)御50)。 ま た,cotri-

moxazoleが 有 効 で あ る と い う報 告 も あ る51)。 抗 結 核

剤 で は,rifampicinとethambutolの 併 用 が有 効 で あ

るとい われて い る52)53)。 ま た,amikacin,sulfametho-

xazole-trimethoprimの 合 剤 も有 効 で あ る と報 告 さ

れ て い る54)55)。
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